
◆ 

地
区
の
減
災
力
向
上
へ
の
新
た
な
対
応 

◎
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み 

S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
 
 D

e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
 G

o
a
l
s

の
略
で
す
。 

今
、
私
た
ち
の
地
球
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
貧
困
・

飢
餓
、
環
境
汚
染
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
、
国
際
的
な
１
７
の
ゴ
ー
ル

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
、
地
球
上
で
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
（l

e
a
v
e
 n
o
 o
n
e
 b
e
h
i
n
d

）
」
こ
と
を
誓
い
、
一
人
ひ
と

り
が
何
か
し
ら
の
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、
次
代
に
課
題
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。
特
段
、
減
災
関
連
で
は
、 

＃
１
１ 

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り 

＃
１
３ 

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策 

を
捉
え
活
動
を
推
進
し
ま
す
。 

                 ◎
Ｄx

活
用 

D
i
g
i
t
a
l
 
T
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n

の
略
で
す
。 

か
つ
て
ア
メ
リ
カ
国
防
総
省
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

民
間
利
用
さ
せ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
登
場
し
、
そ
の
後
の
急
速

な
情
報
通
信
技
術
の
発
展
で
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

で
一
部
の
職
種
は
在
宅
勤
務
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｄ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
店
舗
で
の
購
入
や
レ
ン
タ
ル
が
、
今
で
は
ス
マ
ホ
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用
で
き
ま
す
。 

こ
の
背
景
に
は
、
モ
バ
イ
ル
端
末
の
普
及
も
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
地
区
・
地
域
に
お
け
る
防
災
・
減
災
対
策
も
、 


 

行
政
と
効
果
的
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
交
換 


 

行
政
防
災
無
線
の
普
段
か
ら
の
活
用 


 

区
民
間
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
交
換 

を
促
進
し
、
緊
急
事
態
で
命
と
財
産
を
守
る
仕
組
み
を
確
立
し

ま
し
ょ
う
。 

◎
行
政
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
強
化 

市
町
村
は
、
災
害
の
歴
史
、
地
形
的
特
徴
、
昨
今
の
気
象
条
件

等
を
踏
ま
え
た
「
減
災
対
応
時
系
列
シ
ス
テ
ム
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
」

を
導
入
し
、
地
区
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
の
整
合
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
警
告
性
災
害
（
台
風
、
大
雪
、
大
風
、
大
雨
、
豪
雨

等
）
で
災
害
対
策
本
部
は
３
日
前
か
ら
「
監
視
」
に
入
り
、
「
予

告
」→

「
警
報
」
の
段
階
を
踏
み
ま
す
。
特
段
、
気
象
庁
の
大
雨

防
災
情
報
の
レ
ベ
ル
３
に
匹
敵
す
る
事
態
に
な
る
と
、
全
域
ま
た

は
一
部
の
地
域
に
向
け
「
高
齢
者
等
避
難
」
の
警
報
を
発
出
し
、

さ
ら
に
深
刻
な
事
態
に
な
る
と
「
避
難
指
示
」
ま
た
は
「
緊
急
安

全
確
保
」
を
出
す
も
の
で
、
「
監
視
」
が
始
ま
っ
て
緊
急
安
全
確

保
ま
で
の
時
系
列
対
応
は
左
図
と
な
り
ま
す
。 

               

◆ 

地
区
防
災
計
画
づ
く
り
へ
の
対
応 

地
区
の
減
災
力
を
高
め
、
そ
れ
を
持
続
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

地
区
事
情
に
合
っ
た
、
分
か
り
や
す
い
地
区
防
災
計
画
を
作
成
し
、

自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
、
住
民
の
理
解
と
協
力
で
、
無

理
な
く
、
段
階
的
に
整
備
と
訓
練
に
取
り
組
み
ま
す
。 

                ◎
地
区
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
整
備 

 

行
政
が
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
住
民
側
に
「
予
告
」
や
「
警

報
」
を
発
出
し
た
場
合
、
そ
れ
を
受
け
た
住
民
側
は
大
き
く
二
段

階
の
避
難
行
動
を
と
り
ま
す
。 

第
一
段
階
は
、
「
高
齢
者
等
避
難
」
の
「
予
告
」
で
地
区
内
の

避
難
行
動
要
支
援
者
お
よ
び
要
配
慮
者
を
優
先
避
難
（
搬
送
）
さ

せ
、
健
常
者
は
避
難
の
準
備
に
入
り
ま
す
。 

第
二
段
階
は
、「
避
難
指
示
」
の
「
予
告
」
で
早
め
に
避
難
し
、

遅
く
と
も
「
避
難
指
示
」
の
「
警
報
」
で
避
難
を
完
了
し
ま
す
。

こ
の
段
階
で
様
子
を
見
て
い
る
と
逃
げ
遅
れ
と
な
り
ま
す
。 

                
 

           

◎
地
区
減
災
マ
ッ
プ
の
整
備 

 

突
然
の
大
地
震
な
ど
の
突
発
性
災
害
で
は
、
生
命
を
守
る
と
っ

さ
の
行
動
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
そ
の
後
に
大
き
な
余
震
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
周
辺
住
民
で
安
全
な
一
時
避
難
場
所
に
集
合
し
、

周
囲
の
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
指
定
避
難
場
所
ま
で
集
団
避
難

行
動
を
と
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
行
動
が
速
や
か
に
と
れ
る
よ
う
、
地
区
減
災
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
普
段
に
訓
練
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

               ◎
地
区
で
の
戸
別
分
散
避
難
先
制
度
の
導
入 

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
、
避
難
先
で
の
感

染
を
避
け
る
た
め
、
戸
別
に
親
戚
や
知
人
宅
等
に
避
難
す
る
「
戸

別
分
散
避
難
先
」
の
制
度
を
導
入
し
ま
す
。 

「
私
た
ち
の
家
族
は
、
避
難
を
要
す
る
事
態
に
な
っ
た
場
合
、

○
○
に
避
難
し
ま
す
」
と
平
時
に
地
区
に
示
し
て
お
く
こ
と
で
、

地
区
責
任
者
が
避
難
先
で
安
否
確
認
が
で
き
ま
す
。 

◆ 

自
主
防
災
組
織
の
再
編 

地
区
・
地
域
の
減
災
力
向
上
の
基
本
は
、
「
い
ざ
と
い
う
時
に

機
能
す
る
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
」
と
「
減
災
へ
の
知
識
と
技
能

を
有
す
る
人
材
育
成
」
で
す
。
今
、
全
国
ど
こ
の
地
区
も
少
子
高

齢
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
低
下
な
ど
の
事
情
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
自
然
災
害
は
起
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
区
内
に
減
災
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
減
災
リ
ー
ダ
ー
を
軸
と
し
た
自
主
防
災
組
織

の
再
編
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

◆ 

指
定
避
難
所
の
新
機
能 

避
難
所
の
開
設
時
や
避
難
生
活
で
の
衛
生
管
理
に
、
新
た
に
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
が
求
め
ら
れ
、「
検
査
場
」
や
「
隔
離
室
」

の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

                

 
 減

災
力
の
あ
る
県
土
づ
く
り
へ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し 

理
事
長 

向
山
建
生 

 

平
素
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
へ
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
わ
り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

お
か
げ
さ
ま
で
、
創
立
１
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

令
和
元
年
春
先
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
、
私
た
ち
は
様
々
な
制
限
付
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
上
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
世
界
経
済
を
圧
迫
し
、
記

録
的
な
物
価
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
に
は
ア

メ
リ
カ
フ
ロ
リ
ダ
州
で
最
大
風
速
６
７
メ
ー
ト
ル
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
が

発
生
し
て
大
災
害
と
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
気
温
が
４
７
度
に
上
昇

し
て
１
５
０
０
人
が
熱
中
症
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

 

ウ
イ
ル
ス
感
染
や
紛
争
も
自
然
災
害
と
同
じ
で
す
。
被
害
を
最
小

限
に
す
る
よ
う
、
普
段
か
ら
み
ん
な
で
考
え
、
被
災
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

自
主
的
に
整
備
と
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

令
和
５
年
３
月 

行政は、警告性災害が迫る事態を予想

し、「予告」や「警報」の発出に合わせて、

それらを受けた地区・地域の住民が主体と

なって、みんなが助かる仕組み（地区タイ

ムライン）づくりを指導します。 

。 

地区内の避難行動要支援者や要配慮者は、明るいうちに、早い段階で、みんな

で協力して搬送します。そのため、普段に支援協力員の体制を整備し、対象者名

簿や搬送先等を共有します。 

そして、「避難指示」の警報で地区責任者も消防団員も避難します。 

この整備にＤｘを活用し、地区の情報伝達力を向上させておきます。 

地区住民みんなで歩いて、居住地区の

安全性や避難経路等を確認し、そこに初

動規定や公的機関情報等を付加して各

戸に配布します。 

そして、自主訓練や市内一斉訓練で活

用し、不備な点は見直します。 

        研究・普及・分析   

 

特定非営利活動法人減災ネットやまなし広報誌 

減災力のある  

家庭づくり・地域づくり・職場づくり をめざして 

第１２号 

発行日：令和５年３月 

発行者：向山建生 

 

 

減災ネットやまなしの目的 

当法人は、生活小地域（自治会・班・組）の住

民や事業所内の役職員・従業員が平素から自主的

に減災の体制や規則を整え、自助力・共助力を高

めておくことで、日々を安心して暮らせる地域社

会の創造と、安心して仕事のできる職場環境の創

造に寄与することを目的とする。（定款から） 

 

ＳＤＧs の１７のゴール 
 

１ 貧困をなくそう 

２ 飢餓をゼロに 

３ すべての人の健康と福祉を 

４ 質の高い教育をみんなに 

５ ジェンダー平等を実現しよう 

６ 安全な水とトイレを世界中に 

７ エネルギーをみんなに そしてクリーンに 

８ 働きがいも 経済成長も 

９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10 人や国の不平等をなくそう 

11 住み続けられるまちづくりを 

12 つくる責任 使う責任 

13 気象変動に具体的な対策を 

14 海の豊かさを守ろう 

15 陸の豊かさも守ろう 

16 平和と公正をすべての人に 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 

地区防災計画の基本は、「いざという時

に機能する組織づくり」と「減災への知識

と技能を有するリーダーの育成」です。 

その上で、手段として災害種別に、 

 突発性災害向け減災マップ 

 警告性災害向け地区タイムライン 

を整備します。 

避難所開設時はＰＴ（パニック、トラブ

ル）を避けるため人の動線を振り分ける

「案内」を設置しますが、新たに感染疑惑

者を隔離する必要があり、体調確認や検温

する「検査場」と「隔離室」の設置が追加

されました。 

なお、「隔離室」に入った感染疑惑者は

行政の対応となります。 



◆ 

協
定
市
町
村
の
動
き 

◎ 

令
和
４
年
度 

韮
崎
市 

○ 

自
主
防
災
組
織
再
編
計
画 

前
年
度
に
実
施
し
た
再
編
調
査
結
果
を
も
と
に
、
以
下
の
町
別

説
明
会
を
実
施
し
、
再
編
の
方
向
を
確
認
し
ま
し
た
。 

・
円
野
地
区 

・
竜
岡
地
区 

・
大
草
地
区 

・
韮
崎
地
区 

 

令
和
５
年
度
も
、
他
町
へ
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。 

○ 

地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
育
成 

平
成
２
４
年
度
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
地
域
減
災

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
」
は
、
以
下
を
実
施
し
ま
し
た
。
写
真
③ 

・
韮
崎
地
区
自
治
会
長
会
研
修 

令
和
４
年
１
１
月
３
日 

・
集
中
研
修 

 
 

 
 

 

令
和
５
年
１
月
２
８
～
２
９
日 

・
女
性
消
防
協
力
隊
研
修 

令
和
５
年
２
月
９
日 

○ 

地
区
減
災
マ
ッ
プ
の
作
成 

突
発
性
災
害
に
対
応
す
る
減
災
マ
ッ
プ
は
、
新
た
に
３
地
区
が

作
成
し
ま
し
た
。 

・
穂
坂
町
宮
久
保 

・
一
ツ
谷 

・
旭
町
竹
の
内
地
区 

○ 

特
定
地
区
総
合
防
災
訓
練 

前
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
で
中

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
は
以
下
で
実
施
し
ま
し
た
。 

・
初
回
訓
練 

山
梨
県
立
韮
崎
工
業
高
等
学
校 

・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
訓
練 

韮
崎
市
立
韮
崎
西
中
学
校 

初
め
て
県
立
高
校
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
市
立
小
中
学
校
と
異

な
り
、
施
設
利
用
合
意
に
難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
① 

○ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
・
運
営
訓
練 

平
成
２
８
年
度
か
ら
の
訓
練
は
、
令
和
２
年
度
以
降
は
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
応
を
付
加
し
て
１
１
月
１
２
日
（
土
）
の
午
前
中
に
、

福
祉
課
職
員
全
員
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

写
真
② 

○ 

減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
（
第
１
３
回
） 

過
去
１
２
回
連
続
開
催
し
て
き
た
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
前
年

度
は
直
前
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
・
・
・
・ 

 ○ 

市
内
一
斉
防
災
訓
練 

 

今
年
度
も
、
春
期
・
秋
期
の
市
内
一
斉
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

・
警
告
性
災
害
訓
練 

６
月
１
９
日
（
日
） 

・
突
発
性
災
害
訓
練 

９
月
４
日
（
日
） 

◎ 

令
和
４
年
度 

北
杜
市 

○ 

地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
育
成 

平
成
３
０
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
」
は
、
以
下
を
実
施
し
ま
し
た
。 

・
一
般
研
修
一
回
目 

 

令
和
４
年
６
月
５
日 

・
職
員
研
修
（
全
三
回
）
１
０
月
５
日
、
７
日
、
１
２
日 

・
一
般
研
修
二
回
目 

 

令
和
４
年
１
１
月
６
日 

○ 

地
区
減
災
マ
ッ
プ
の
作
成 

高
根
町
村
山
東
割
で
初
め
て
突
発
性
災
害
対
応
の
減
災
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
北
杜
市
で
は
初
で
す
。 

写
真
⑤ 

○ 

特
定
地
区
総
合
防
災
訓
練 

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
で
な
か

な
か
実
施
で
き
ず
、
今
年
度
も
須
玉
総
合
体
育
館
、
小
淵
沢
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
長
坂
中
学
校
で
予
定
し
ま
し
た
が
、
長
坂
中
だ

け
実
施
で
き
、
施
設
利
用
合
意
書
も
作
成
し
ま
し
た
。
写
真
④ 

○ 

減
災
出
前
塾 

・
須
玉
町
百
観
音
公
民
館 

７
月
１
６
日 

・
長
坂
公
民
館
本
町
分
館 

１
２
月
４
日 

写
真
⑥ 

・
北
杜
市
教
頭
会 

高
根
中
学
校 

２
月
１
５
日 

・
明
野
町
北
組
公
民
館 

２
月
１
９
日 

    
 

                                                           

◆ 

役
員
か
ら
ひ
と
こ
と 

 

自
然
災
害
に
備
え
を 

 

令
和
５
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
と
な
り
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
節
目
で
あ
る
。 

日
本
は
災
害
大
国
で
あ
り
な
が
ら
、
自
然
災
害
は
予
測
が
難
し

い
こ
と
も
あ
り
人
間
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
大
き
な
被
害

に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
災
害
を
完
全
に
断
つ
防
災

は
で
き
な
い
が
、
災
害
を
想
定
し
た
事
前
の
準
備
や
訓
練
に
よ
り

少
し
で
も
被
害
を
少
な
く
す
る
減
災
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

そ
こ
で
災
害
の
内
容
に
応
じ
た
具
体
的
な
対
応
を
日
頃
か
ら

身
に
つ
け
て
お
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 

自
然
災
害
に
は
突
然
に
発
生
す
る
地
震
・
噴
火
・
竜
巻
の
よ
う

な
突
発
性
災
害
と
あ
る
程
度
災
害
の
予
測
が
で
き
る
豪
雨
・
津

波
・
土
石
流
の
よ
う
な
警
告
性
災
害
に
大
別
さ
れ
る
。 

 

最
近
の
日
本
に
お
け
る
突
発
性
災
害
の
代
表
的
な
も
の
が
平

成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
あ
り
、
警
告
性
災
害
の
代
表
的

な
も
の
が
平
成
２
３
年
の
東
日
本
津
波
災
害
・
放
射
能
汚
染
で
あ

る
。 

 

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
地
震
に
よ
る
突
発
性
災
害
と
風
雨
に

よ
る
警
告
性
災
害
で
は
初
期
対
応
が
全
く
異
な
る
こ
と
を
知
っ

て
お
き
避
難
の
場
所
・
方
法
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

つ
ま
り
、
突
発
性
災
害
対
応
は
時
間
を
大
事
に
し
て
一
時
避
難

場
所
を
第
一
に
し
て
、
警
告
性
災
害
に
は
あ
る
程
度
の
備
品
も
携

帯
し
て
指
定
避
難
所
に
向
か
う
行
動
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
災
害

発
生
場
所
と
時
間
に
よ
り
必
ず
し
も
指
定
さ
れ
た
避
難
所
や
避

難
場
所
に
向
か
う
必
要
も
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
は
熟
知
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

◎ 

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
に
地
震
発
生 

令
和
５
年
２
月
６
日
、
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
．
８
の
地
震
が
発
生
し
た
。
そ
の
９
時
間
後
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
．
５
の
地
震
が
９
０
㎞
余
り
北
側
に
発
生
、
そ
の
後
も
余
震

が
続
い
た
。 

 

ト
ル
コ
は
日
本
と
同
じ
長
大
な
活
断
層
が
あ
り
複
数
の
プ
レ

ー
ト
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
各
々
の
断
層
に
よ
り
連
鎖
的
に
地
震
は

続
く
。
被
災
建
物
は
阪
神
淡
路
大
震
災
と
同
じ
パ
ン
ケ
ー
キ
崩
壊

で
多
く
の
建
物
崩
壊
と
犠
牲
者
を
出
し
て
地
震
発
生
か
ら
１
５

日
で
死
者
は
５
万
人
以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

ト
ル
コ
の
エ
ン
ド
ア
ン
大
統
領
に
対
し
て
、
初
期
対
応
の
遅
れ

に
国
民
か
ら
非
難
が
殺
到
し
た
。 

◎ 

自
主
防
災
組
織
の
役
割
を
考
え
る 

 

ト
ル
コ
と
同
じ
よ
う
に
日
本
も
長
大
な
断
層
が
数
多
く
存
在

し
て
い
る
。 

そ
の
一
つ
が
長
野
・
山
梨
・
静
岡
に
延
び
る
糸
魚
川
・
静
岡
構
造

線
で
こ
の
断
層
帯
は
韮
崎
を
含
む
１
５
８
㎞
に
及
び
地
震
に
よ

る
断
層
崩
壊
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。 

 
私
は
阪
神
大
震
災
、
東
日
本
地
震
発
生
か
ら
２
週
間
位
後
に
現

地
に
足
を
運
ん
だ
。
そ
こ
で
見
た
も
の
は
目
を
被
う
被
災
状
況
と

校
庭
に
山
積
み
さ
れ
た
義
捐
物
資
、
手
持
ち
ぶ
さ
た
の
ボ
ラ
ン
テ

ァ
の
数
で
あ
っ
た
。
災
害
が
発
生
し
た
時
の
初
期
対
応
次
第
で
対

策
は
全
く
違
っ
て
く
る
。 

 

こ
れ
に
は
平
時
に
お
け
る
公
助
・
共
助
・
自
助
の
基
礎
訓
練
は

欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。 

減
災
は
備
え
た
以
上
に
は
役
立
た
な
い
。
備
え
る
自
主
防
災
組

織
の
訓
練
に
期
待
し
た
い
。 

理
事 

桝
形 

昭
平 

 

◆ 

季
節
の
た
よ
り 

 

整
理
し
よ
う
と
手
に
し
た
古
い
ア
ル
バ
ム
か
ら
、
無
性
に
子
ど

も
時
代
が
懐
か
し
く
蘇
り
ま
し
た
。 

田
舎
に
住
み
、
父
は
中
学
校
教
師
で
し
た
が
、
給
与
が
安
か
っ

た
よ
う
で
、
自
給
自
足
の
た
め
休
日
に
は
早
朝
か
ら
日
暮
れ
ま
で

田
畑
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
子
ど
も
は
家
庭
内
の
労
働

力
で
、
よ
く
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
平
日
の
朝
は
、
箒

を
持
っ
て
庭
や
表
通
り
の
掃
除
を
行
い
、
夕
方
は
南
側
と
西
側
の

雨
戸
を
閉
め
る
の
が
私
の
役
割
で
し
た
。
こ
の
板
戸
は
外
が
暗
く

な
っ
て
か
ら
閉
め
ま
す
が
、
上
手
に
引
か
な
い
と
途
中
で
ひ
っ
か

か
り
、
な
か
な
か
動
き
ま
せ
ん
。
「
か
つ
て
そ
の
辺
り
で
死
ん
だ

飼
い
猫
の
声
が
頻
繁
に
し
た
」
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、
廊
下

の
薄
暗
い
裸
電
球
だ
け
で
は
と
て
も
怖
か
っ
た
も
の
で
す
。 

休
日
に
な
る
と
ヤ
ギ
の
餌
の
草
刈
り
、
農
繁
期
に
は
田
植
え
や

刈
り
取
り
の
手
伝
い
、･

･
･

と
ま
あ
、
そ
れ
で
心
身
が
鍛
え
ら
れ

た
利
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
よ
く
使
わ
れ
ま
し
た
。
周

囲
の
子
ど
も
が
皆
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
当
た
り
前
で
あ
り
、

物
の
な
い
時
代
な
の
で
、
農
閑
期
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
知

恵
と
工
夫
で
遊
び
や
遊
び
道
具
を
創
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
風

景
は
、
昭
和
３
４
年
８
月
の
７
号
台
風
で
す
べ
て
流
失
し
ま
し
た

が
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
隙
間
に
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。 

 ◆
会
員
募
集
の
ご
案
内 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
は
、
と
も
に

「
減
災
力
の
あ
る
県
土
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

入
会
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

年
会
費 

○
個
人
会
員 

三
千
円 

○
法
人
会
員 

一
万
円 

○
賛
助
会
員 

三
万
円 

申
込
は
、
当
該
法
人
事
務
局
へ 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
５
１―

２
３―

５
６
５
６ 

 

【
編
集
後
記
】 

こ
れ
ま
で
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
の
広
報
誌
「
減
災
ネ
ッ
ト
レ

タ
ー
」
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
４
ペ
ー
ジ
で
し
た
が
、
新
た
に
Ａ
３
サ

イ
ズ
両
面
と
し
ま
し
た
。
情
報
量
は
同
じ
で
す
が
、
一
面
を
研
究

や
成
果
の
紙
面
と
し
、
西
暦
偶
数
年
度
末
の
発
行
で
す
。 

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
で
、
一
時

的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
は
縮
小
さ
れ
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
度
に
な
っ
て
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
す
す
み
、
行
政
や
一
人
ひ
と
り
の

感
染
予
防
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
少
し
ず

つ
以
前
に
戻
っ
て
い
ま
す
。 

（
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
） 

 

      活動・評価・話題  

写真⑥ 北杜市出前塾   → 

自主防災組織が設立された長坂公民館本町分館

で、「機能する自主防災組織づくり」をテーマに実

施しました。 

写真④ 北杜市特定地区総合防災訓練 ↑ 

11 月 27 日（日）、長坂中学校の指定避難

所で特定地区総合防災訓練を行いました。 

学校側、住民側で事前に何度か打合せを

行い、ウイルス感染防止上参加者を制限し、

新たに「検査場」を設けて行いました。 

写真② ↑ 韮崎市 

災害ＶＣ開設・運営訓練 

 

福祉課が中心となり、地区

代表者の参加を得て、職員主

体と住民主体の２パターン

の運営訓練を行いました。 

写真①  

韮崎市特定地区総合防災訓練 

初めての県立高校の指定避難所

で訓練を行いました。 

写真は避難者が「検査場」で体調

確認と検温をしているところです。 

 

第 15・16 期新役員 

（2023 年度以降確定） 

理事長    向山建生 

副理事長 嶋田 均 

理 事  上野政巳 

理 事  田村和彦 

理 事  小澤一正 

理 事  皆川 孝 

理 事  向山清彦 

理 事  雨宮正志 

理 事   今村正人 

理 事   吉岡克美 

理 事   横内公明 

理 事   矢崎永子 

監査役  桝形昭平 

監査役  向山建志 

写真⑤ 北杜市減災マップ    ↑ 

北杜市で初めて作成した高根町村山東割

の減災マップです。指定避難所が小学校と

中学校の２カ所あります。 

← 写真③ 韮崎市地域減災リーダー育成 

昨年度に続き、韮崎市自治会長会主催の育

成研修が行われました。 


